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中学校における短距離走教材の学習指導法を検討するにあたり,前報ではIoom
疾走経過における速度,歩数,歩幅関係の実態を明らかにした。本報ではその実
態にもとづいて,ストップ・ウォッチと巻尺(メジャー)を使って,生徒自身で
も疾走経過が簡易に記録できる方法を検討した。さらに,電気時計の計時記録を
もとにして,手動式ストップ・ウォッチによる計時誤差についても検討を加えた。
得られた結果を要約すると次の通りである。
(1)ストップ・ウォッチによる5地点(スタートより, 25m, 35m, 50m, 80m
100m)での計時記録と歩幅の実測にもとづく簡易記録法は,疾走経過を生徒
自身に把握させ授業を展開するうえで使用に耐え得ると考えられた0
(2)一般に,ストップ・ウォッチによる計時記録は,電気時計による計時記録よ
り短縮され,計時誤差は,計時員が中学生の場合は公認審判員の場合より大き
く,個人内,個人間にもかなりのばらつきがみられた。
I　緒言
短距離走教材の学習指導法を検討するにあたり,
疾走経過における速度,歩数,歩幅の関係が,限
られた教科体育時間内に生徒自身でも簡易に記録
できる方法が開発されるならば学習効果をあげる
うえで大いに役立つものと考えられる。このよう
な観点から,まず第1報(1981)では,中学生男
子を対象に100 m疾走経過における速度,歩数,
歩幅関係の能力別特徴を明らかにし,疾走経過簡
易記録法を開発するうえでの基礎的資料を得たU)
そこで本報では,第1報で得られた100m疾走
経過における速度,歩数,歩幅関係の実態にもと
づいて,手動式ストップ・ウォッチと巻尺(メジ
ャー)を使って生徒自身でも疾走経過における速
皮,歩数,法幅の関係が簡易に記録できる方法を
開発しようとした。
一般に,手動式ストップ・ウォッチによる計時
方法では,磯部(1951),尾松ら(I960),和久田ら
(1960)の報告にみられるように,成人測定者に
おいても計時誤差がみとめられている(2)(3)(4)I
ましてや計時方法に未熟であると考えられる中学
生に計時を行わせた場合,計時誤差は,さらに大
きくなることも予想される。しかし,日常の教科
体育の授業においては,生徒相互で疾走時間を計
時し合うという場面が考えられる。したがって,
本法を採用するにあたっては中学生にういての計
時誤差の検討もなされる必要がある。そこで,中
学生を対象に電気時計と手動式ストップ・ウオッ
チによる計時誤差についても検討を加えた。
Ⅱ　方法
1.疾走経過簡易記録法の開発
疾走経過簡易記録法は,第1報のバゾグラムよ
り得られた中学生の100m疾走経過における速度,
歩数,歩幅関係の実態をもとに検討した。簡易記
録法を検討するにあたっては,次の点を考慮した。
1)生徒自身でも測定できること　2)教科体育
時間内に測定できること　3)疾走後直ちに疾走
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経過が記録できること　4)できるだけ少ない数
の手動式ストップ・ウォッチと巻尺(メジャー)
で疾走経過の様相が記録できること,である。
次に,ストップ・ウォッチによる計時記録と巻
尺による歩幅の実測にもとづく簡易記録法により
得られた速度,歩数,歩幅曲線を吟味するために,
これら曲線を第1報で測定したバゾグラムより得
られた曲線と比較した。
2.電気時計と手動式ストップ・ウォッチによ
る計時誤差
(1)　測定者
測定者としては,中学生男子,同女子各5名,
ならびに陸上競技連盟公認審判員男子(大学生)
5名を対象とした。
(2)　電気時計による計時
電気時計には,デジタイマー(竹井機器工業製,
TW-7010A型)を使用し,1/1000秒まで計時した。
デジタイマーは,スタート合図(ピストル)の音
をマイクロフォンがキャッチすることにより始動
し,ゴールに設置された光電管を走者が通過する
ことにより停止するように装置した。なお,マイ
クロフォンは,ピストルから約1m離れた所に設
置した。
(3)手動式ストップ・ウォッチによる計時
手動式ストップ・ウオッチは,1/10秒計(SEIKO,
88ST, TYA040型)を使用した。測定者には,
スターターのピストルの煙を認めたならば直ちに
ストップ・ウォッチを始動させ,走者がゴールを
通過すると同時に停止させるように指示した。な
お,測定方法としては,ストップ・ウォッチを利
き手に持ち胸の前で構え,リューズを親指の第一
指で操作し,作動前にリューズを軽く押し,あそ
びをなくしておくようにさせた。また,測定者が
ピストルの合図ならびに走者がゴールを通過する
瞬間を明確にとらえられるように,ピストルの後
方に黒板を置き,煙を確認しやすくするとともに
ゴールの両側には支柱をたて走者のトルソー(
Torso!胴)の通過時点をとらえやすいように配
慮した。
(41計時記録測定地点
計時は,スタートより25m, 35m、 50m, 80御
100 mの5地点についてそれぞれ10回(計50回)刺
足させた。
(51計時誤差
計時誤差には,スタート時ならびにゴール時に
おける反応時間,ストップ・ウオッチそのものに
おける誤差,計時記録を読みとるうえで生じる誤
差が考えられる。今回はこれらの要因を含めた誤
差,すなわち電気計時記録と手動式ストップ・ウ
オッチによる計時記録との差を求めた。
Ⅲ　結果ならびに考察
1.疾走経過簡易富己録法の開発
(1)計時富己録測定地点
測定方法を簡易化するためには,できるだけ少
ない計時記録で疾走経過の特徴が記録できる測定
地点をさがす必要がある。そこで,第1報におい
てバゾグラムより求めた練習前後の測定記録をも
とに2.5, 5, 10,20,30, 40, 50, 60, 70,
90, 100mの12地点における速度をプロットし,グ
ループ別に平均速度の経過,ならびに最高速度を
100:とした平均速度の経過を図示した(図1)0
速度(%)の変化をみると一般に,いずれのグル
ープもスタート後著しい加速がみられスタート後
30m地点ではぼ最高に近い速度が得られているこ
とがわかる。また,この最高速度に近いレベルは,
ほぼ50m地点まで維持されるが, 50m以後の速度
には徐々に逓減がみられ, 80w以後は著しく逓滅
していることがわかる。　したがって,スタート後
の速度経過においてこれらの変化のみられる地点を
ふまえた計時記録が得られれば,疾走経過におけ
る速度変化の特徴がある程度記録できるものと考
えられる。
ところで,ストップ・ウォッチによる測定方
法では,疾走速度は十定区間の所要時間をもとに
算出する必要がある。したがって, 30m地点で得
られるほぼ最高速度に近い値を求めるためには,
30m地点の前後5mを含めた区間,すなわち, 25
-35m区間の所要時間から速度を求める必要があ
る。この点から25m, 35mをまず設定し,つぎに
最高速度の維持をみるために50mを設定した。さ
らに,速度逓減の程度をみるために80mを設定し
た。言いかえれば,著しい加速のみられる区間
(0 -25w),ほぼ最高速度が現われる区間(25-
35m),最高速度がほぼ維持される区間(35-50
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図1 100m疾走経過におけるグル
ープ別平均速度ならびに最高速
度を100^とした平均速度の変化
一練習前(上),練習後(下)-
図2　疾走経過簡易記録法における
計時記録ならびに歩幅の測定地
点
m),速度逓減がみられる区間(50-80m),著しい
速度逓減がみられる区間(80-100m)の5区間
の速度変化を記録することにした。
(2)速度,歩数,歩幅の測定方法
各区間における速度は, 5地点(25m, 35m,
50m, 80m, 100m)における計時記録をもとに
所要時間を求め,各区間の距離をその所要時間で
除して求めた。歩幅は,速度が各区間の平均速度
であることを考慮して,図2に示すように各区間
の中間地点附近2歩の実測値より求めた。また,
歩数は,速度を歩幅で除して求めた。
記録にあたっては,図3に示すように疾走後,
直ちに速度曲線が記録できる記録用紙を考案した。
図3　簡易測定法による記録用紙
すなわち,速度は,グラフ上に各区間における所
要時 をプロットするだけで直ちに秒速で示され,
簡易に自己の速度曲線が得られるようにした。例
えば, 25桝地点において4秒6のタイムが得られ
たとすると, 25m地点上に示す上から11番目の点
をプロットし,また35m地点において6秒0のタ
イムが得られたとすると, 25～35椚地点の10mに
要したタイム1秒4を示す点,すなわち, 35m地
点上に示す上から4番目の点をプロットし,この
操作を順次重ねることにより速度曲線が得られる。
(3)簡易測定法による測定記録とバゾグラムに
よる測定記録の比較
図4, 5, 6, 7,　は,簡易測定法により記
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図4　パゾグラムにより得られる疾走経過と
簡易記録法により得られる疾走経過の比
較(Ⅰ型)
図5　パゾグラムにより得られる疾走経過と
簡易記録法により得られる疾走経過の比
較(Ⅱ型)
図6　バゾグラムにより得られる疾走経過と
簡易記録法により得られる疾走経過の比
較(Ⅱ型)
図7　パゾグラムにより得られる疾走経過と
簡易記録法により得られる疾走経過の比
較(Ⅳ型)
図8　パゾグラムにより得られる疾走経過と
簡易記録法により得られる疾走経過の比
較(Ⅴ型)
図9　各区間における平均速度を区間の中間
地点にプロットして得られる曲線(破線)
と区間の最終地点にプロットして得られ
る速度曲線(実線)との比較
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録した速度,歩数,歩幅の変化及び第1報で求め
たバゾグラムによる1サイクル(2ステップ)毎
の速度,歩数,歩幅の変化について5種類の速度
曲線,すなわち, I型～V型のパターン(第1報参照)
に対応する例をとり出して比較したものである。
両者の相違点を速度について指摘すると次の通
りである。 1)簡易記録法では,図5で顕著にみられる
ような速度の増減は記録しがたい。これは,測定
地点をできるだけ少ない箇所に限定しようとする
意図からは避けられないことである。 2)簡易記
録法では,図9に一例を示すように加速区間(0
-25m)において,バゾグラムによる測定速度よ
りも区間中央の12.5m地点(破線部分)で3.0-
5.196, 25m地点で11.7-15.　低い速度とし
て示される　12.5m地点で3.0-5.¥%低い値を
示す理由としては,速度は直線的ではなく放物線
的な加速を示すが,ここでは記録を区間の平均値
で求めたことによるo　また, 2bm地点ではさらに
ll.7-15.9:と低い値を示すのは,記録を区間
の中間地点ではなく,区間の最終地点にプロット
したことによる。 3)簡易記録法では,図7で顕
著にみられるように,速度逓減区間(50m以後)
においてバゾグラムによる測定速度よりもわずか
に(0.9～4.0　　高い速度として示される。こ
れは,加速区間同様,各区間の記録を各区間の中
間地点ではなく,最終地点にプロットしたことに
よる。
各区間の平均値は,本来ならば図9の破線で示
すように各区間の中間地点に記録されるべきであ
る。しかし,疾走経過を生徒に提示
する場合,各区間の最終地点にプロ
ットした方が視覚的に把握し易いと
考えられるので,便宜上各区間の最
終地点にプロットすることにした。
本報で開発した簡易測定法と簡易
記録用紙による記録方法から得られ
た速度は,バゾグラムにより記録さ
れた速度と比較すると(図4, 5,
6, 7, 8) ,速度が区間の平均値
であり,さらにこの値を区間の最終
地点にプロットしたため, 25m地点
で11.7-15.9:低い値を,また,逮
度逓減区間で0.9-4.0:高い値を
示すなど,絶対値として速度レベルを正確に把握
させる意図からは問題がみとめられた。しかし,
バゾグラムによる速度経過と比較して相対的な速
度レベルは不変であり,したがって生徒に自己の
疾走経過を相対的に把捉させるという立場からは
十分使用に耐え得るものと考えられる。
2.電気時計と手動式ストップ・ウォッチによ
る計時誤差
表1は,中学生男子,同女子ならびに陸上競技
連盟公認審判員男子(各5名)が,スタートより
25m, 35m, 50m, 80m, 100mの5地点でそれ
ぞれ10回測定した手動式ストップ・ウォッチによ
る計時記録 電気計時記録の差,すなわち計時誤
差を示したものである。一般に,いずれの測定者
においても,手動式ストップ・ウォッチによる計
時記録は電気時計の記録よりも短縮されていた。
各地点での計時誤差には,中学生では個人内,潤
人間にかなりのばらつきがみられた。また計時誤
差は5人の平均値でみると, 80m地点を除いてス
タートから計時地点が遠くなるにしたがって大き
くなる傾向がみられ, 25m地点で男子179msec,
女子159msec, lOOzπ地点で男子227msec,女子
233msecであった。公認審判員においても計時誤
差は,個人内,個人間にばらつきがみられるとと
もにスタートからの計時地点が遠くなるにしたが
って大きくなる傾向がみられ, 25ォz地点で118.8
msec, 100m地点で163.4msecであった.こ
れは,尾松ら(1960)が成人を対象にして,計数
Distance 2 5 35 5Q 80 100 (m )
Subject
M 土 SーD M ア S.D M ア S.D M ア S.D M 土 S.D
(msec,n=10) (msec,nコと10) (msec.n-10) msec,n=10) (msec.n-10)
T.A 161 32.1 133 むL.l叫 152 50.2 223 69.6 193 86.2
N.A 161 83.9 163 52.7 262 60.8 253 80.8 233 91.0
J.H .M.T 191 61.3 193 山7.3 152 10.4 223 41.6 203 82.6
{m ) 旨‥昌 201 65.5 223 51.0 2H2 叫9.6 293 山0.0 2^3 54.7
181 62.叫 203 60.1 212 37.0 273 66.3 263 66.5
M土S.D
n-5)
179 17.8 183 35.3 204 50.6 30.8 227 28.8
A.S 161 55.2 193 36.8 192 58.8 263 96.1 2む3 93.6
O.T Ill 71.7 213 *5.9 192 56.9 213 85.1 233 80.6
」.H. U.R 171 58.0 163 67.5 202 55.5 303 78.0 283 87.3
(日 豊‥ご 1叫1 57.6 133 55.5 152 58.1 183 57.7 213 57.5
151 5叫lL 163 31.S 1*12 76.1 213 38.3 193 67.5
MアS.D
n-5)
159 13.0 173 30.8 176 27.0 235 47.6 233 33.9
U.M 115 4川 l0 150 38.2 l仙 4Q.2 128 31.1 150 35ー5
U.ど 88 39.3 124 41.6 109 65.5 147 30.9 1小9 小6l7
A dー M.A 148 39-9 91 50.5 139 47.4 157 *7.3 179 32.0
(m ) F.UD A 108 勺5-6 104 勺3.7 89 5小.○ 1山7 30.9 1り9 25.1
135 16.也 160 叫7.3 161 山7一斗 178 49.1 190 勺1ー3
MアS.D
n=5)
118.8 23.1 126.叫 28.D 129.0 29.7 151ーl| 18.2 163.」 19.6
」.H.:Junior Highschool Students Ad.:Adults nrv.male f: female
蓑1　手動式ストッフ・ウォッチによる計時誤差
放電管を用いて得た193 msec (50m地点)に比し
て小さく,和久田ら(1960)が同様に,デカトロ
ン・カウンターを用いて得た168msec(100m地
点)とはぼ同様の値であった(3)(4)測定者が中
学生の場合は公認審判員と比べると,計時誤差は
いずれの地点においても大きい傾向がみられ,男
子では5地点平均71.4msec,女子では5地点
平均57.4 msecの差がみられた。また,個人内,
個人間における計時誤差のばらつきも,中学生で
は公認審判員に比して大きい傾向がみられた。
体育実践の場においては,電気時計の使用は不
可能に近く,ストップ・ウオッチによる計時にた
よらざるを得ない現状である。このような中で計
時誤差を少なくする方法としては,ストップ・ウ
ォッチによる計時方法に習熟させるとともに,同
一走者を同一検者が同一地点で測定することなど
によって計時誤差のばらつきを最小限度にとどめ
るように配慮する必要がある。
以上,ストップ・ウォッチによる計時誤差の問
題は,速度を正確に測定し,絶対値として速度レ
ベルを把握するうえからは無視できない。しかし
前述したように自己の疾走経過の相対速度レベル
を生徒に提示し,その反応にもとづいて授業を展
開しようとする意図からは,この簡易記録法は十
分使用に耐え得るものと判断した。
Ⅳ　要約
第1報で得られた速度,歩数,歩幅関係の実態
にもとづいて,ストップ・ウォッチと巻尺(メジ
ャー)を使って,生徒自身でも疾走経過における
速度,歩数,歩幅の関係が簡易に記録できる方法
を検討した。さらに,電気時計による計時記録を
もとにして,手動式ストップ・ウオッチによる計
時誤差についても検討を加えた。
得られた結果を要約すると次の通りである。
1) 5地点(スタートより25m, 35m, 50m,80
m, 100椚)におけるストップ・ウォッチによ
る計時記録ならびに歩幅の実測にもとづく簡易
記録法により得られた速度,歩数,歩幅曲線を
第1報で測定したバゾグラムより得られたそれ
らの曲線と比較すると,測定値が各区間の平均
値であることや下記に述べる計時誤差などによ
問題はあるが,ほぼ近似した曲線が得られた。
このことから,この簡易記録法は,自己の疾走
経過を生徒に把握させようとする意図で授業に
適用する場合,使用に耐え得るものと考えられ
た。
2)一般に,手動式ストップ・ウォッチによる計
時記録は電気時計による計時記録より短縮され
手動式ストップ・ウオッチの計時誤差は言汁時
員が中学生(100W2地点で平均230 msec　短
縮)の場合は,計時員が陸上競技連盟公認審判
員( 100m地点で平均163 msec短縮)の場合
より大きかった。さらに,中学生,公認審判員
ともに計時誤差は,計時地点の延長につれて大
きくなる傾向がみられた。
3)中学生のストップ・ウォッチによる計時誤差
は,個人内,個人間にもばらつきが大きくみら
れた。このことから,ばらつきを最小限度にと
どめるためには,計時方法に習熟させるととも
に,同-走者を同一検者が同一地点で測定する
などの配慮が必要である。
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This study was conducted to examine a simple method to record the relations among
velocity, step frequency and step length in a-100-meter run with a: hand-operated stop-
watch and a measure according to the results of the previous paper on the relations
among them.
The errors in timing using a hand-operated stopwatch were also examined here
compared with the records clocked with an electric timer.
The results were summarized as follows;
1) The velocity, step frequency and step length curves gained through the simple record-
ing method with a hand-operated stopwatch at different five points (25, 35, 50, 80,
100 meters from the start line) and the actual measurement of step length were
compared with the curves gained from the basograms measured in the previous paper.
As a result, almost the same curve patterns were obtained although some problems
were left, for instance, because of the records timed and measured at the respective
points were the mean ones, and the errors in timing with a hand-operated stopwatch
which are mentioned below. This simple recording method, therefore, could be utiliz-
ed m the daily classes conveniently and effectively in order to let the students grasp
the progress in their own running.
2) A general tendency was found that the records timed with a hand-operated stopwatch
were shortened much more than those timed with an electric timer. The errors in
timing were greater when the timekeeper was a junior high school student (i.e., the
records were shortened about 230 msec at the 100-meter point) rather than when
the timekeeper was an officialjudge authorized by Japan Amateur Athletic
Federation (i.e., the records were shortened about 163 msec at the same point).
Also, another tendency was seen, whether the timekeeper was a student or an official
judge in this case, the farther the recording point became, the greater the errors in
tuning would become.
3) The errors in timing with a hand-operated stopwatch by a junior high school student
were varied both intraindividually and interindividually. In order to reduce the
variance to a minimum, it should be of great importance not only to make the students
familiarized with the recording method, but also to make the same timekeeper record
the time of the same runner at the same point.
29
